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平成28年（2016）４月28日発行

福岡県志免町議会第78号

議会だより

・修正予算案　可決
   堅坑櫓保存費削除
・条例の制定
   行政不服審査会条例
・議会あれこれ
   議会報告会回答

３
月 

定
例
会

p2～4

p6～7

p21

平成27年度 九州合唱コンクール銀賞受賞　志免中央小学校合唱部 「合唱スピリッツ」

し
め
議
会
だ
よ
り  

第
78
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
〒
８
１
１
‐
２
２
９
２
　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
‐
１

◇
発
行
日
・
平
成
28
年
4
月
28
日
　
◇
印
刷
・
株
式
会
社
　
三
光 

　志
免
中
央
小
学
校
の
合
唱
部

「
合
唱
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」は
、
四
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
歌
う
こ

と
が
大
好
き
な
児
童
四
十
五
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　毎
朝
の
練
習
で
は
、
発
声
を

中
心
に
、
週
三
回
の
放
課
後
練

習
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
作
り
を

中
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
九
州
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
福
岡
県
予
選
で
銀
賞
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
福
岡

県
予
選
で
銅
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
校
内
で
は
、
全
校
児
童
の

前
で
歌
声
を
披
露
す
る
機
会
や
、

志
免
町
文
化
祭
、
糟
屋
区
小
学
校

わが町のきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとっとさん！

お知らせ

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。

ぜひお越しください。車椅子席もあります。

詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070
議会事務局は町役場4階です

メールアドレス:gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は

６月３日予定

音
楽
交
流
会
な
ど
で
発
表
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
。

　「
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
」は
、

他
の
人
の
声
に
耳
を
傾
け
、

自
分
の
思
い
を
重
ね
る
こ
と

か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
合
唱
ス

ピ
リ
ッ
ツ
の
活
動
で
学
ん
だ

多
く
の
こ
と
を
、
日
々
の
学

校
生
活
で
も
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

卒
業
し
た
先
輩
た
ち
の
思
い

を
引
き
継
ぎ
、
今
年
度
も
、「
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
」を
多
く
の

人
に
聴
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

入学式の様子

スピリッツ部員

【議会広報特別委員会】
発
行
責
任
者

大
林 

弘
明 

議
長

委
員
長

吉
田 

大
作

副
委
員
長近

藤 

辰
也

委

　員
寺
田 

秀
和

二
宮 

美
津
代

大
西

　勇

牟
田
口 

武
史

美しいハーモニーを奏でる
志免中央小学

校合唱部 「合唱スピリッツ」

議会事務局紹介

世利局長堀係長
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３
月
定
例
会
は
４
日
か
ら
23
日
ま
で
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
36
件
中
35
件
可
決
︑
１
件
継
続
審
査
。
最
終
日
に
人
事
案
件
４
件
に
同
意
︑
意
見
書
２
件
可
決
。

一
般
質
問
は
３
月
７
日
︑
８
日
︑
９
日
の
３
日
間
で
９
人
が
行
い
ま
し
た
。

３月
定例会

前年度比２億　３１２４万円増 （前年度比1.9％増）
※万円未満四捨五入

【賛成】　近藤、牟田口、安河内、吉田、助村、野上、牛房、古庄、二宮
【反対】　寺田、丸山、末藤

入ってくる
お金

町税
49億8621万円
39.9％

地方譲与税
8600万円　0.7％

利子割交付金
800万円　0.1％
配当割交付金
6400万円　0.5％

株式等譲渡所得割交付金
1800万円　0.1％

地方消費税交付金
6億9000万円　5.5％

自動車取得税交付金
1900万円　0.1％

地方特例交付金
3800万円　0.3％

地方交付税
19億6504万円
15.7％

交通安全対策特別交付金
1100万円　0.1％

分担金及び負担金
2億7594万円　2.2％

使用料及び手数料
2億1933万円　1.8％

国庫支出金
16億2931万円
13.0％

町債
5億8720万円　4.7％

諸収入
2億8386万円　2.3％

繰越金
3億円　2.4％

繰入金　3億1103万円　2.5％
寄附金　460万円　0.0％
財産収入
2021万円　0.2％

県支出金
9億8151万円　7.9％

平成28年度　当初予算　特別会計

過去最大予算１２５億２３００万円   を１２４億９８２４万円に修正

使うお金 民生費
57億6978万円
46.2％

衛生費
19億3248万円
15.5％

議会費
1億2380万円　1.0％

総務費
11億531万円　8.8％

教育費
10億6497万円　8.5％

公債費
10億8540万円　8.7％

予備費
3983万円　0.3％

土木費
6億9908万円　5.6％
土木費
6億9908万円　5.6％

消防費
4億9334万円　3.9％
消防費
4億9334万円　3.9％

農林水産業費
1億1949万円　1.0％

商工費
6476万円　0.5％

・住宅新築資金 １３１１万円（全員賛成）
・国民健康保険 ５３億 ９４００万円（全員賛成）
・後期高齢者医療 ５億 １２６９万円（賛成多数）
・水道事業 １０億 ３９６２万円（全員賛成）
・流域関連公共下水道 １１億 ７５４５万円（全員賛成）
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前年度比２億　３１２４万円増
過去最大予算１２５億２３００万円   を１２４億９８２４万円に修正

　
平
成
28
年
度
末
の
町
債
残
高
は

１
億
４
２
１
７
万
円
減
の
１
２
１
億

２
０
４
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
東
中
学
校
体
育
館
大
規
模
改
造
事

業
債
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
事
業
が
平
成
27
年
度
発
行
を
予
定
、

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
、
大
規
模

改
造
事
業
が
最
盛
期
を
過
ぎ
た
平
成

20
年
度
以
来
８
年
ぶ
り
減
少
し
た
。

（賛成９人、反対３人）
賛成多数で可決

使うお金 民生費
57億6978万円
46.2％

衛生費
19億3248万円
15.5％

議会費
1億2380万円　1.0％

総務費
11億531万円　8.8％

教育費
10億6497万円　8.5％

公債費
10億8540万円　8.7％

予備費
3983万円　0.3％

土木費
6億9908万円　5.6％
土木費
6億9908万円　5.6％

消防費
4億9334万円　3.9％
消防費
4億9334万円　3.9％

農林水産業費
1億1949万円　1.0％

商工費
6476万円　0.5％

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

28年

5,619 3,089

5,246 3,327

4,878 3,737

4,491 4,413

4,218 4,956

4,443 5,471

5,011 5,973

5,484 6,344

5,630 6,614

5,361

その他、町債

6,741

8,708

8,573

8,615

8,904

9,174

9,914

10,984

11,828

12,244

12,102

臨時財政対策債

町債残高の推移・一般会計
（単位：百万円）

　

竪
坑
櫓
保
存
整
備
事
業
総
額

６
億
５
０
５
８
万
７
千
円
の
内
今
年

度
分
２
４
７
５
万
８
千
円
を
削
除

す
る
修
正
動
議
を
可
決
。

　
竪
坑
櫓
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

自
治
体
で
も
、
活
性
化
の
た
め
の

投
資
は
必
要
で
す
。
機
関
車
を
譲

渡
し
た
玖
珠
町
で
も
こ
の
結
果
、

大
変
な
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
国
の
宝（
重
要
文
化
財
）

と
し
て
、
国
と
一
緒
に
計
画
を
た

て
費
用
の
半
分
を
国
が
負
担
す
る

訳
で
す
。
自
主
財
源
が
半
分
近
い

志
免
町
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
将
来

の
た
め
に
投
資
し
、
こ
れ
を
磨
き
、

子
供
の
郷
土
愛
育
成
や
町
益
に
繋

げ
る
べ
き
で
す
。

反
対
討
論

古
庄 

議
員

　
議
会
へ
の
説
明
が
余
り
に
も
不

十
分
で
あ
り
、
議
会
軽
視
で
あ
る
。

審
査
拒
否
も
で
き
る
と
指
摘
す
る
。

　
住
民
の
声
も
聞
か
ず
、
唐
突
す

ぎ
る
。
た
っ
た
30
分
の
説
明
で
こ

れ
迄
に
指
摘
し
て
い
た
耐
震
へ
の

問
題
、
活
用
方
法
も
回
答
が
な
い
。

修
正
に
つ
い
て
は
、
説
明
に
納
得

が
い
け
ば
賛
成
さ
れ
る
と
思
う
。

竪
坑
櫓
の
事
業
全
体
を
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
。

賛
成
討
論

末
藤 

議
員

3



トピックス
 竪坑櫓の保存事業費削除
　　　　　　　議会修正動議可決

　
今
議
会
、
一
般
会
計
当
初
予

算
案
の
中
で
国
重
要
文
化
財
志

免
鉱
業
所「
竪
坑
櫓
」の
保
存
事

業
費
２
４
７
６
万
円
に
つ
い
て

議
員
よ
り
修
正
動
議
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数（
８
対
４
）で
可

決
。

　
同
事
業
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

く
落
防
止
工
事
な
ど
、
31
年
度

ま
で
の
４
年
間
に
わ
た
り
実
施

す
る
計
画
。

　
総
事
業
費
は
約
６
億
５
千
万

円
を
予
定
し
て
い
た
。

（
二
分
の
一
は
国
負
担
）

　
議
会
側
か
ら
、「
予
算
規
模

が
大
き
い
の
に
、
提
案
が
唐

突
。
説
明
資
料
や
事
業
内
容

の
説
明
が
足
り
な
い
。
町
民

の
声
を
反
映
し
て
い
な
い
」

な
ど
と
反
発
。
事
業
そ
の
も

の
に
反
対
で
は
な
い
が
、
近

く
に
は
、
活
断
層
を
示
す
地

層
の
ず
れ
が
宇
美
断
層
や
警

固
断
層
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
耐
震
性
の
検
討
も
必
要
等

の
理
由
か
ら
予
算
が
削
除
さ

れ
た
。

議長不信任案  可決
提出者　古庄議員　　動議賛成者　牟田口議員
採決結果（無記名投票）　賛成８人　反対４人（議長欠席）

動議

　
大
林
議
長
使
用
の
26
年
度
の

タ
ク
シ
ー
代
に
つ
い
て
、
町
民

か
ら
監
査
請
求
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
趣
旨
は
・
休
日
や
公
務
で

な
い
時
の
使
用
・
私
的
な
酒
宴

や
病
気
治
療
通
院
等
々
、
私
的

使
用
が
多
い
。

　
ま
た
、
本
会
議
他
へ
の
出
席

で
は
、
一
日
２
千
円
の
旅
費
を

受
給
し
て
い
る
の
に
タ
ク
シ
ー

券
を
使
用
し
二
重
取
り
他
。
監

査
の
結
果
、
監
査
可
能
期
間
で

は
、
使
用
68
万
円
で
、
内
72
％

の
49
万
円
が
不
正
使
用
と
判
明
、

請
求
者
に
こ
の
見
解
が
示
さ
れ

る
前
に「
過
誤
」
と
し
て
議
長

が
町
に
49
万
円
を
返
金
。
こ
れ

は
不
正
使
用
の
一
部
。
私
は
24

年
か
ら
４
度
も
本
件
に
つ
い
て

指
摘
し
反
省
を
促
し
て
き
た
が

益
々
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
は
確
信
犯
的
行
為
で
あ
り
、

町
民
や
議
会
を
愚
弄
す
る
背
任

行
為
。
公
費
不
正
使
用
は
、
町

の
職
員
な
ら
即
懲
戒
免
職
だ
。

国重要文化財志免鉱業所「竪坑櫓」

4

トピ
ックス平成27年度補正予算（第５号）

平成27年度特別会計補正予算

3億4249万7千円追加　 総額129億3789万5千円
賛成多数で可決

●情報化推進事業 　4352万円
セキュリティ対策強化のシステム改修事業

●年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業 1億2479万円
給付事業が28年度にわたるため

●志免東中学校体育館大規模改造事業 3億3111万円
年度内に事業完了が見込めない

●公用車購入費（福祉バス貸出事業） 539万円減
福祉バス買いかえの入札差金

●個別予防接種委託料 3000万円減
子宮頸がん予防接種後の副作用を心配する方が多く接種人数が減った

・国民健康保険……………（全員賛成）
　2501万4千円減　総額55億5936万円

・後期高齢者医療…………（賛成多数）
　1438万円減　総額5億2847万8千円

・水道事業…………（全員賛成）
　1422万4千円減　総額9億1593万1千円

・流域関連公共下水道事業…（全員賛成）
　800万円減　総額11億3126万5千円

一　般　会　計

補正の主なもの

3億4249万7千円追加　 総額129億3789万5千円
賛成多数で可決

一　般　会　計

（賛成12：反対1）

5



志
免
町
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定

　
行
政
不
服
審
査
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
志

免
町
不
服
審
査
会
を
設
置
。

　
審
査
会
は
委
員
５
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
志
免
町

情
報
公
開
審
査
委
員
会
が
兼
務
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

志
免
町
道
路
占
用
条
例
の
制
定

　
道
路
に
関
す
る
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

志
免
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

　
東
京
都
特
別
区
に
勤
務
す
る
職
員
の
地
域
手
当
の
規

定
を
追
加
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

　
※
厚
生
労
働
省
に
１
名
出
向

志
免
町
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
志
免
町
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
責
支
給
制
度
の
支
給

対
象
年
齢
を
通
院
は
小
学
校
６
年
生
ま
で
、
入
院
を
町

単
独
で
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
。

　
平
成
28
年
10
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

志
免
町
法
定
外
公
共
物
占
用
料
徴
収
条

例
の
制
定

　
法
定
外
公
共
物
の
占
用
料
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

条　　　例

町道認定
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条　　　例
志
免
町
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　
離
職
後
２
年
間
、
職
務
上
の
行
為
を
す
る
よ
う
に
、

又
は
し
な
い
よ
う
に
要
求
し
、
又
依
頼
し
て
は
な
ら
な

い
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

志
免
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及

び
運
営
等
に
関
す
る
条
例

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
消
費
生
活
相
談
員
資
格
試

験
に
合
格
し
た
者
を
置
く
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行

 

全
員
賛
成

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
志
免
町
高
齢
者
等
集
会
所
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
部
屋
」

の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

　
期
間
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で

 

全
員
賛
成

　
※
指
定
者
　
松
个
丘
町
内
会

志
免
町
総
合
福
祉
施
設「
シ
ー
メ
イ
ト
」

条
例
の
一
部
を
改
正

　
財
政
運
営
の
健
全
性
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
、
住
民

負
担
の
公
平
性
等
を
確
保
す
る
た
め
使
用
料
の
見
直
し

を
行
う
も
の
。

　
シ
ー
メ
イ
ト
は
福
祉
施
設
で
あ
り
使
用
料
の
値
上
げ

は
す
べ
き
で
は
な
い
と
意
見
が
あ
り
、
継
続
し
て
審
査

す
る
事
に
な
っ
た
。

町の憲法

継

　続

　審

　査
シーメイト浴場

※行政提案
　シーメイトの湯使用料250円→300円
　ウォーター型マッサージ機使用料100円→150円
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学
童
保
育
の
課
題

待
機
児
童
は
解
消
す
る

　
西
学
童
保
育
所
の
工
事
が
終
り
現

在
改
修
し
て
い
る
既
存
棟
は
３
月
22

日
よ
り
開
始
す
る
。

　
新
年
度
よ
り
４
学
童
と
な
り
、
定

員
は
１
６
０
人
か
ら
２
０
０
人
で
待

機
児
童
は
な
く
な
る
と
の
報
告
を
受

け
た
。
他
校
の
定
数
に
つ
い
て
は
、

南
学
童
定
数
60
人
に
対
し
申
し
込
み

者
数
65
人
。
東
学
童
60
人
が
71
人
、

志
免
学
童
１
０
０
人
が
１
２
０
人
。

　
課
題
と
し
て
次
の
事
項
が
出
さ
れ
た

・ 

転
入
生
が
入
所
で
き
ず
困
っ
て
い
る

・
指
導
員
の
不
足

・ 

雇
用
の
あ
り
方
や
賃
金
な
ど
考
え

直
す
べ
き

・
連
合
会
の
存
続

・
長
期
休
み
へ
の
対
応

・
お
や
つ
等
食
の
安
全
に
つ
い
て
　

連
合
会
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
以
前

は
単
体
で
や
っ
て
い
た
が
現
在
の
運

営
方
式
に
な
っ
て
、
統
一
し
た
指
導

方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
。

　
連
合
会
の
委
託
に
つ
い
て
検
討
し

対
処
し
た
い
。

学
校
給
食
の
業
務
委
託

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
随
意

契
約（
３
年
の
長
期
継
続
）

　
給
食
調
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
３
年
の
長
期

継
続
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

　
業
務
内
容
・
業
者
名
の
資
料
提
出
。

　
雇
用
者
の
賃
金
は
県
の
基
準
で
見

て
い
る
が
企
業
に
よ
っ
て
も
違
う
。

　
食
の
安
全
に
つ
い
て
は
︑
現
在
問

題
に
な
っ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸

︵
マ
ー
ガ
リ
ン
等
に
含
ま
れ
る
︶
の

切
替
︑
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

︵
エ
ピ
ペ
ン
注
射
等
︶
を
し
っ
か
り

や
っ
て
ほ
し
い
︒

不
登
校
支
援
事
業

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
12
名
で
対
応

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ぐ
ん
ぐ
ん
」
に
委

託
。不
登
校
の
状
況
は
小
学
校
７
人
、

中
学
校
45
人
。
過
去
５
年
間
で
は
45

人
か
ら
58
人
の
間
で
、
推
移
し
て
い

る
。
出
現
率
は
約
１
・
４
％
（
全
国

平
均
１
・
２
％
）

　
町
と
し
て
の
対
応
は
不
登
校
対
応
学

級
に
補
助
員
及
び
心
の
教
育
相
談
員
を

配
置
し
教
室
復
帰
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
不
登
校
の
未
然

防
止
、早
期
対
応
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
来
年
度
に
向
け
、
職
員
研
修
や
校

内
、
町
の
主
催
す
る
研
修
会
等
で
説

明
し
な
が
ら
教
職
員
へ
の
周
知
徹
底

を
図
る
。

「
不
登
校
」
の
取
り
扱
い
は

　
30
日
の
長
期
欠
席
の
児
童
・
生
徒

で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
っ
て
い

る
生
徒
に
つ
い
て
は
校
長
が
施
設
で

の
様
子
を
見
て
判
断
。

　
不
登
校
の
問
題
は
大
変
難
し
く
学

校
に
復
帰
す
る
こ
と
が
最
適
か
、
な

ど
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
で
対

応
し
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

（太字は委員会の要望、要請）

 

議
会
運
営
委
員
会

 

（
研
修
報
告
）

「
大
学
と
の
連
携
を
考
慮

し
た
い
」

・
目
　
的
　
議
会
改
革
の
実
際

・
日
　
程
　
２
月
８
日
・
９
日

・
視
察
先
　 

山
梨
県
昭
和
町
議
会
　

山
梨
学
院
大
学

　
全
国
初
と
な
る
大
学
と
の
連
携
事

業
は
今
年
で
８
年
目
と
な
る
。

・
大
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
学
生
会
議
で
の
政
策
提
案

・ 

住
民
と
の
対
話
を
実
現
し
た
井
戸

端
会
議

・ 

区
長
と
の
意
見
交
換
会

・ 

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

な
ど
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
を
受

け
た
。

　
山
梨
学
院
大
学
政
治
行
政
学
科
の

学
生
と
の
意
見
交
換
を
大
学
の
図
書

情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
、
若
者
が
政
治
に
関
心

を
持
つ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
て
く
れ
た
。

　
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
政
策
提

（太字は委員会の要望、要請）

新しくなった西学童保育所
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な
か
な
か
掴
め
な
い

高
齢
者
見
守
り
活
動
事
業

　
高
齢
者
見
守
り
活
動
推
進
事
業
に

お
い
て
、
各
町
内
会
の
見
守
り
活
動

に
つ
い
て
は
、
隣
組
の
組
長
な
ど
近

隣
の
住
民
に
よ
る
不
断
の
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
の
が
22
町
内
会
、
福
祉

推
進
委
員
・
民
生
委
員
等
に
よ
る
戸

別
訪
問
が
20
町
内
会
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
、
高
齢
者
等
の
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
の
が
26
町
内
会
と
の
こ

と
。　普

段
の
町
内
会
の
見
守
り
活
動
が

大
事
︑
回
覧
や
配
付
物
の
手
渡
し
な

ど
︑
細
か
い
こ
と
が
見
守
り
に
つ
な

が
る
こ
と
を
周
知
徹
底
し
て
ほ
し
い

と
要
請
し
た
︒

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
配
慮
を

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
要
支
援
１
・
２
の
方
が
受
け

る
予
防
給
付
（
通
所
・
訪
問
介
護
）

の
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い

て
は
、
構
成
６
町
合
同
で
事
業
所
向

け
の
説
明
会
を
行
い
、
今
後
は
、
要

支
援
１
・
２
の
方
の
支
援
に
か
か
わ

る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
周

知
も
行
っ
て
い
く
と
の
事
。

　生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
入
れ

と
し
て
社
協
の
地
域
支
援
事
業
と
の

連
携
を
考
え
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が

あ
り
︑
地
域
支
援
事
業
の
移
行
に
つ

い
て
︑
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
事
業

所
が
混
乱
し
な
い
よ
う
︑
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
に
特
に
配
慮
す
る
よ
う
要
請

し
た
︒

１
月
の
大
寒
波
に
よ
る
被

害
状
況

　
下
水
道
課
よ
り
、
１
月
下
旬
の
寒

波
に
よ
る
被
害
の
状
況
と
収
束
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
予
想
を
超
え
た

大
雪
と
気
温
の
低
下
に
よ
り
、
水
道

管
の
凍
結
や
漏
水
事
故
が
多
発
し
た
。

　
１
月
24
日
か
ら
25
日
の
被
害
の
問

い
合
わ
せ
が
増
え
、
25
日
か
ら
29
日

ま
で
の
問
い
合
わ
せ
件
数
が
３
５
０

件
を
超
え
た
。

　
２
月
５
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
検

針
員
と
職
員
で
高
齢
者
世
帯
や
空
き

家
を
中
心
に
約
２
︐４
０
０
軒
の
戸

別
訪
問
を
し
、
漏
水
の
確
認
作
業
を

行
い
、
漏
水
16
件
を
確
認
。

　
被
害
件
数
や
漏
水
水
量
が
大
き
い

た
め
、
水
道
料
の
減
免
を
特
例
と
し

て
５
分
の
４
減
免
を
行
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
３
月
の
広
報
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
。

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

委員会報告
（調査・研究）

案
、
学
生
会
議
な
ど
、
志
免
町
議
会

で
も
考
慮
し
た
い
。

町内会の見守り活動

山梨学院大学生との意見交換 昭和町議会で説明を受ける
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一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事

務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ

い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の

範
囲
内
で
１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館

に
置
く
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

※桜は志免町花です

ズバリ町政を問う
吉田　大作　議員   11P
①町政 80周年に向けて具体的な構想は

二宮美津代　議員   12P
①都市計画マスタープラン進捗状況と新たな課題

②保育環境の整備　保育士の処遇改善

丸山真智子　議員   13P
志免町の教育について
①２学期制の検証・教育委員会制度改革

②「子どもの遊びが脳を育てる」公園の活用

寺田　秀和　議員   14P
①格納庫建て替え・車両更新

②公園利用

古庄信一郎　議員   15P
①志免宇美線道路建設

②地域コミュニティの考え方

野上　順子　議員   16P
①防災への取り組み

牛房　良嗣　議員   17P
①町長の思いは予算に反映されたか

末藤　省三　議員   18P
①インフルエンザ対策

②地方創生

牟田口武史　議員   19P
①子どもの学力と体力

②部活指導について

10

町制80周年に向け姉妹都市を
答弁／歴史を大事に今後に引き継ぐ

吉
田

　３
年
後
に
迎
え
る
町
制
80

周
年
に
向
け
て
の
思
い
は
。

町
長

　過
去
の
歴
史
を
大
事
に
し

今
後
に
引
き
継
ぐ
。
新
し
い
町
と

し
て
進
ん
で
い
き
た
い
。

吉
田

　そ
れ
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
構
想
は
。

町
長

　来
年
度
か
ら
し
っ
か
り
取

り
組
み
し
っ
か
り
検
討
す
る
。

吉
田

　過
去
に
何
か
や
っ
た
の

か
？

町
長

　50
周
年
に
記
念
誌
を
発
行

し
た
。

吉
田

　記
念
誌
の
発
行
だ
け
で
は

税
金
を
納
め
ら
れ
て
る
町
民
の
方

へ
開
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で

は
？

　
80
周
年
は
人
間
で
言
え
ば
傘

寿
、
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
姉

妹
都
市
を
結
ば
れ
て
は
ど
う
か
。

　
過
去
に
経
緯
は
。

町
長

　過
去
に
姉
妹
都
市
を
結
ん

だ
事
は
な
い
。

吉
田

　Ｓ
Ｌ
機
関
車
の
譲
渡
、
文

化
祭
等
で
の
交
流
の
あ
る
大
分
県

玖
珠
町
と
姉
妹
都
市
を
結
ば
れ
て

み
て
は
？

生
活
環
境
課
長

　玖
珠
町
と
の
御

縁
、
経
緯
は
機
関
車
を
引
き
受
け

活
用
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
輝
け
る

な
ら
ば
と
無
償
譲
渡
と
な
っ
た
。

社
会
教
育
課
長

　文
化
祭
で
は
２

年
続
け
て
こ
い
の
ぼ
り
の
貸
し
出

し
等
で
交
流
が
あ
る
。

地
域
交
流
課
長

　商
工
会
関
係
で

一般質問

は
玖
珠
町
で
の
機
関
庫
ま
つ
り
に

志
免
町
の
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い
た

だ
く
事
に
な
っ
て
い
た
。

吉
田

　機
関
車
の
み
な
ら
ず
、
文

化
祭
、
商
工
関
係
等
多
岐
に
わ
た

り
交
流
が
芽
生
え
て
い
る
。

町
長

　地
域
の
特
産
品
を
互
い
に

消
費
す
る
互
産
互
消
と
言
う
言
葉

も
あ
る
。
し
っ
か
り
調
査
研
究
し

な
が
ら
、
そ
う
言
っ
た
方
向
に
進

み
た
い
。

吉
田

　閉
塞
感
の
あ
る
暗
い
今
の

時
代
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
明
る
い

話
題
を
。

吉田 大作 議員

玖珠町へ譲渡されたSL機関車
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二
宮

　保
育
士
さ
ん
が
長
続
き
し

な
い
現
場
の
実
態
が
あ
る
。

　
安
定
的
な
保
育
士
確
保
へ
の
対

策
を
。

町
長

　働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
が
必
要
。

　
し
っ
か
り
支
援
し
た
い
。

二
宮

　資
格
を
持
ち
な
が
ら
現
場

を
離
れ
て
い
る
潜
在
保
育
士
さ
ん

は
全
国
で
70
万
人
以
上
。

　
給
与
面
等
待
遇
改
善
が
い
る
。

町
長

　給
料
ベ
ー
ス
で
も
か
な
り

低
い
。

　
国
、
県
に
も
お
願
い
し
町
と
し

て
も
取
り
組
む
。

二
宮

　非
正
規
で
不
安
定
な
就
労

状
況
で
、
認
可
外
の
保
育
所
し
か

入
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。

　
認
可
保
育
所
と
の
保
育
料
差
額

の
補
助
が
出
来
な
い
か
。

　
待
機
児
童
対
策
に
も
な
る
と
思
う
。

町
長

　認
可
外
で
は
一
率
５
万
円

と
聞
く
。

　
補
助
は
し
た
い
が
、
財
政
的
な

問
題
も
あ
る
。

　
し
っ
か
り
調
査
研
究
し
、
ど
れ

く
ら
い
負
担
増
に
な
っ
て
い
る
か

調
べ
た
い
。

二
宮

　国
も
今
年
度
幼
児
教
育
の

無
償
化
の
対
象
を
拡
大
す
る
方

針
。

　
保
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、
子

育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
町
に
。

町
長

　志
免
町
に
住
ん
で
み
た
い

若
い
人
た
ち
に
そ
う
思
わ
れ
る
施

策
が
必
要
だ
と
思
う
。

一般質問

安
定
的
な
保
育
士
の
確
保
を

答
弁
／
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
が
必
要

都市計画マスタープランの周知
答弁／中間見直しも含め説明したい

二
宮

　住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
す
る
取
り
組
み
は
。

町
長

　平
成
32
年
の
中
間
年
に
見

直
し
を
行
う
。

　
事
あ
る
ご
と
に
説
明
を
行
い
た

い
。

二
宮

　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
組
織

の
立
ち
上
げ
や
、
専
門
家
の
派
遣

に
よ
る
人
材
育
成
は
。

都
市
整
備
課
長

　現
在
住
民
か
ら

の
派
遣
要
望
は
な
い
。

　
勉
強
会
等
の
要
望
が
出
れ
ば
、

福
岡
県
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
派
遣

制
度
が
あ
る
。

二
宮

　立
地
適
正
化
計
画
と
の
整

合
性
は
。

都
市
整
備
課
長

　都
市
再
生
特
別

措
置
法
で
、
都
市
機
能
増
進
施
設

の
立
地
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の

計
画
。

　
志
免
町
で
は
策
定
し
な
い
。

二
宮

　コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

町
長

　町
全
体
が
8.7
平
方
キ
ロ
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
は
あ
る
が
、

そ
の
中
で
も
専
門
性
の
あ
る
も
の

を
集
め
る
。

二宮 美津代 議員

　
給
与
面
等
待
遇
改
善
が
い
る
。

　
国
、
県
に
も
お
願
い
し
町
と
し

志免町都市計画
マスタープラン
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丸
山

　今
年
４
月
か
ら
障
害
者
差

別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
る
。

　
合
理
的
配
慮
が
法
的
義
務
だ
が

教
育
現
場
は
理
解
や
準
備
が
進
ん

で
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
参
事

　こ
れ
ま
で
も

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は
進
め
て
き
た
。

　
法
律
の
内
容
は
周
知
を
徹
底
し

て
い
く
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　

�

障
害
の
有
無
に
よ
ら
ず
誰
れ
も

が
地
域
の
学
校
で
学
べ
る
教
育

丸山 真智子 議員

一般質問

障
害
者
差
別
解
消
法
へ
対
応
は

答
弁
／
積
み
重
ね
た
も
の
を
充
実
さ
せ
る

二学期制は効果検証の時期
答弁／教育委員会として検証を協議

丸
山

　教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

は
、
未
来
を
担
う
人
材
育
成
に
大

切
で
あ
り
、
地
方
創
生
に
も
つ
な

が
る
。

　
ま
ず
、
志
免
町
の
小
・
中
学
校

は
10
月
の
連
休
を
挟
ん
で
前
期
と

後
期
に
分
れ
る
２
学
期
制
だ
が
、

導
入
の
経
過
を
尋
ね
る
。

学
校
教
育
課
長

　平
成
15
年
度
か

ら
３
年
間
試
行
し
、
平
成
18
年
度

か
ら
本
格
実
施
し
て
い
る
。

丸
山

　ど
う
し
て
変
え
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　２
学
期
制
の
メ

リ
ッ
ト
は
年
間
20
時
間
程
度
の
授

業
時
数
が
確
保
さ
れ
る
。

　
７
月
や
12
月
に
２
者
面
談
や
、

３
者
面
談
を
実
施
し
て
、
長
期
休

業
中
の
学
習
に
つ
い
て
個
別
に
相

談
や
指
導
が
で
き
る
。

丸
山

　県
内
で
学
校
別
に
見
る

と
、
小
学
校
７
３
８
校
中
94
校
、

中
学
校
３
３
３
校
中
36
校
し
か
導

入
し
て
い
な
い
。

　
他
は
３
学
期
の
ま
ま
だ
し
、
横

浜
で
は
学
校
単
位
で
３
学
期
制
に

戻
す
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。

　
本
格
導
入
か
ら
10
年
、
効
果
を

検
証
さ
れ
た
の
か
。

　
保
護
者
や
教
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ

た
の
か
。

　
２
学
期
制
続
行
な
ら
説
明
責
任

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
参
事

　教
育
委
員
会

で
検
証
の
あ
り
方
等
を
協
議
す

る
。

丸
山

　全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

　全
国
平
均
よ
り

小
学
校
は
上
だ
が
中
学
校
は
下

回
っ
て
い
る（
平
成
27
年
度
結
果
）

丸
山

　昨
年
４
月
の
教
委
制
度
改

革
で
町
長
の
教
育
行
政
へ
の
関
与

が
強
ま
っ
た
。
町
長
の
思
い
は
。

町
長

　教
育
は
未
来
の
担
い
手
を

育
て
て
い
く
基
本
的
な
こ
と
だ
。

「子どもの遊びが脳を育てる」公園の活用
　　　　　　　　　　　 （平成の森公園）
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なぜ格納庫を河川近くに建設
答弁／建てるスペースがない

寺
田

　格
納
庫
は
地
域
の
中
心
に

あ
り
、
消
防
団
員
が
災
害
に
対
し

集
合
し
活
動
し
て
い
た
。
格
納
庫

を
移
転
し
建
て
る
場
所
を
な
ぜ
河

川
敷
近
く
に
す
る
の
か
。

町
長

　格
納
庫
を
建
て
る
ス
ペ
ー

ス
が
な
く
、
そ
の
方
向
で
進
め
て

い
る
。

寺
田

　消
防
車
両
を
更
新
す
る
と

き
、
車
両
を
庁
舎
に
置
い
て
は
ど

う
か
。

総
務
課
長
補
佐

　消
防
車
両
の
機

能
が
不
具
合
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
車
両
は
残
さ
な
い
。寺田　秀和 議員

一般質問

公
園
を
見
通
し
よ
く
す
べ
き

答
弁
／
伐
採
、
間
引
き
を
計
画
的
に
行
う

寺
田

　公
園
や
緑
道
木
を
伐
採
さ

れ
見
通
し
は
良
く
な
っ
て
い
る
が
、

鉄
道
公
園
の
防
犯
灯
の
周
り
の
枝

や
幹
も
剪
定
・
伐
採
は
ど
う
か
。

生
活
環
境
課
長

　緑
道
は
平
成
25

年
か
ら
28
年
の
４
年
間
で
計
画
。

防
犯
上
悪
い
箇
所
の
伐
採
、
間
引

き
を
し
て
い
る
。

寺
田

　ク
ス
ノ
キ
の
枝
や
幹
の
剪

定
、
伐
採
し
た
後
の
切
り
株
に
下

処
理
し
撤
去
す
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長

　相
談
や
苦
情
が

あ
れ
ば
確
認
し
対
応
す
る
。

寺
田

　鉄
道
公
園
内
で
小
高
い
丘

を
平
ら
に
さ
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

　現
場
を
見
て
支
障
が
出
た

ら
改
善
し
て
い
く
。

寺
田

　竪
坑
櫓
と
鉄
道
公
園
は
関

係
が
あ
る
。
今
後
の
計
画
は
。

町
長

　竪
坑
櫓
、
旧
勝
田
線
跡
の

公
園
と
緑
道
を
一
体
化
と
し
て
今

後
活
用
し
た
い
と
思
う
。

寺
田

　小
型
車
両
で
も
置
い
て

は
、
ど
う
か
。
災
害
が
起
き
、
備

蓄
倉
庫
も
あ
り
搬
送
す
る
と
き
役

に
立
つ
の
で
は
。

町
長

　年
間
で
は
出
番
は
少
な

い
。
備
蓄
品
は
公
用
車
で
運
ぶ
べ

き
で
置
く
べ
き
で
な
い
。

寺
田

　消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓

練
を
や
っ
て
い
る
が
一
戸
建
て
の

家
の
場
合
消
火
器
、
火
災
報
知
機

の
統
計
は
。

総
務
課
長
補
佐

　調
べ
た
こ
と
は

な
い
。
南
部
消
防
署
の
確
認
で

は
家
庭
で
は
58
％
で
一
部
設
置
は

72
％
。

寺
田

　消
火
器
の
備
え
を
勧
め
る

べ
き
で
は
。

総
務
課
長

　今
後
力
を
入
れ
て
進

め
て
い
く
。

寺
田

　町
内
放
送
が
聞
こ
え
に
く

い
場
所
が
あ
る
。

総
務
課
長

　防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
工
事
を
平
成
24
・
25
年

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
23
年
度
に

音
達
調
査
を
実
施
。

第６分団格納庫
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公民館建替え問題と矛盾点
答弁／地域としっかり協議し対応

古
庄

　公
民
館
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
心
施
設
だ
が
、
建
替
え

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

建
設
の
古
い
順
を
伺
う
。

社
会
教
育
課
長

　昭
和
50
年
田

富
、
51
年
桜
丘
、
53
年
坂
瀬
と
鏡
、

54
年
東
区
。
以
下
省
略

古
庄

　60
年
の
御
手
洗
迄
が
鉄
筋

で
そ
の
後
は
木
造
の
公
民
館
。

　
建
設
で
の
地
元
負
担
金
の
実
態

は
。

社
会
教
育
課
長

　４
町
内
会
が

負
担
金
を
出
し
て
お
り
、
田
富

が
１
４
７
６
万
円
、
志
免
３
と

鏡
が
６
０
０
万
円
、
御
手
洗
が

３
０
０
万
円
。

古
庄

　当
時
４
町
内
会
に
と
っ
て

は
大
変
な
額
で
、
こ
れ
だ
け
の
負

担
金
を
求
め
た
経
緯
は
な
ぜ
か
。

社
会
教
育
課
長

　全
く
分
か
ら
な

い
。

古
庄

　全
額
町
費
を
持
っ
て
整
備

を
す
る
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
62

年
の
要
綱
改
正
後
。
同
時
に
建
替

え
も
、
お
お
む
ね
木
造
30
年
、
鉄

筋
が
50
年
と
な
っ
た
。
当
時
「
負

担
金
を
出
せ
ば
建
て
て
や
る
」
と

の
話
も
聞
い
た
。
２
年
後
か
ら
別

古庄 信一郎 議員

府
３
、
南
里
３
、
成
和
と
毎
年
規

定
に
よ
る
建
替
え
時
期
が
始
ま

り
、
大
変
な
財
政
負
担
と
な
る
。

そ
の
時
々
の
首
長
等
の
思
い
で
、

要
綱
他
変
え
た
結
果
が
こ
れ
だ
。

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長

　地
元
負
担
を
頂

い
た
公
民
館
、
建
物
の
状
況
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
財
政
関
係
も
あ

り
、
地
元
や
関
係
課
と
協
議
を
重

ね
る
。

古
庄

　建
替
え
延
長
と
か
、
全
額

町
費
又
は
一
部
地
元
負
担
と
す
る

に
し
て
も
、
何
年
も
か
け
て
地
域

の
理
解
を
得
な
が
ら
や
る
べ
き
問

一般質問

宇
美
志
免
線
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を

答
弁
／
町
益
が
一
番
大
事
と
認
識

古
庄

　都
市
計
画
道
路
宇
美
志
免

線
の
期
成
会
が
開
催
さ
れ
な
い
の

は
、
県
の
工
費
の
縮
減
問
題
で
と

の
事
だ
が
、
志
免
町
分
で
も
百
億

円
以
上
の
工
費
。
町
益
に
か
な
う

路
線
、
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い

オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
す
べ
き
。

町
長

　地
元
と
話
を
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
町
益
が
一
番
大
事
と

認
識
し
て
い
る
。

題
で
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
だ
。

町
長

　ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
質

問
で
、
地
域
と
し
っ
か
り
連
携
を

し
、
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
応

を
行
い
た
い
。

都市計画道路宇美志免線
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一般質問

野上 順子 議員

野
上

　中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育

で
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
等
の
育
成

強
化
に
努
め
る
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
学
生
が
防
災
の
担
い
手
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

総
務
課
長

　中
学
生
が
自
主
的
に

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
一
員
と

な
る
の
は
あ
り
が
た
い
が
、
今
は

優
先
的
に
自
主
防
災
組
織
を
設
立

し
て
い
き
た
い
。

野
上

　自
主
防
災
組
織
と
同
時
に

担
い
手
も
育
て
て
ほ
し
い
。

　
高
齢
者
見
守
り
マ
ッ
プ
や
災
害

弱
者
の
見
守
り
マ
ッ
プ
等
し
っ
か

り
作
る
べ
き
と
思
う
。

福
祉
課
長

　名
簿
は
つ
く
っ
て
い

る
。

野
上

　町
に
名
簿
が
で
き
て
い
て

も
、
一
番
身
近
に
い
て
支
え
合
え

る
人
が
知
ら
な
い
と
役
に
た
た
な

い
の
で
は
。

総
務
課
長
補
佐

　災
害
時
に
は
、

す
ぐ
出
せ
る
体
制
は
整
え
て
い
る
。

災
害
弱
者
へ
の
対
応
は
充
分
か

答
弁
／
平
常
時
の
見
守
り
が
つ
な
が
る

中学生を災害時の担い手に
答弁／まずは自主防災組織を100％に

野
上

　昭
和
48
年
、
平
成
11
年
、

15
年
に
は
水
害
で
大
き
な
被
害
が

で
た
。

　
地
震
も
警
固
断
層
だ
け
で
な
く

宇
美
断
層
も
あ
り
、
被
害
が
で
る

だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
保
育
園
、
学
校
等
の
防
災
訓
練

は
充
分
に
で
き
て
い
る
の
か
。

子
育
て
課
長

　災
害
に
対
す
る
具

体
的
計
画
を
た
て
、
避
難
訓
練
も

行
っ
て
い
る
。

野
上

　授
業
中
災
害
が
お
き
た
ら

保
育
園
、
学
校
で
親
が
む
か
え
に

来
る
ま
で
責
任
を
も
っ
て
、
子
供

を
み
て
く
れ
る
の
か
。

子
育
て
課
長

　町
立
保
育
園
は
避

難
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

　
保
護
者
に
は
事
前
に
対
応
は
、

周
知
さ
せ
て
い
る
。

野
上

　親
が
保
育
園
等
の
対
応
を

周
知
し
て
い
な
い
の
で
は
。

防災訓練（南小校区）

野
上

　災
害
時
だ
け
で
大
丈
夫
か
。

　
防
災
マ
ッ
プ
等
を
利
用
し
、
町

を
挙
げ
て
防
災
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

町
長

　地
域
で
し
っ
か
り
見
守

り
、
大
事
な
時
は
地
域
と
町
が
連

携
を
と
り
、
防
災
対
策
す
る
。

　
も
う
少
し
し
っ
か
り
伝
え
る
べ
き
。

子
育
て
課
長

　今
後
徹
底
し
て
、

よ
り
安
心
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

す
る
。
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一般質問

牛房 良嗣 議員

地域・団体の取組む事業に支援を
答弁／調査の上、取組みに応援

牛
房

　平
成
28
年
度
の
超
大
型
予

算
１
２
５
億
円
に
町
長
の
町
づ
く

り
へ
の
思
い
は
ど
こ
に
ど
う
反
映

さ
れ
た
か
。

町
長

　公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

が
秋
に
で
き
る
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
整
備
も
ふ
く

め
取
り
組
む
。

牛
房

　福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
伸
び
て
き
た
町
の
人
口
も

平
成
25
年
、
26
年
と
転
入
者
が
転

出
者
を
下
回
る
社
会
減
へ
、
人
口

の
減
少
が
心
配
。

　
特
別
の
対
策
は
。

町
長

　子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
大
事
に
し
た
い
。

牛
房

　障
害
を
も
つ
子
ど
も
へ
の

支
援
が
一
番
大
事
。

　
パ
ワ
フ
ル
キ
ッ
ズ
へ
の
取
り
組

み
を
問
う
。

福
祉
課
長

　パ
ワ
フ
ル
キ
ッ
ズ
で

は
通
所
、
集
団
療
育
の
ほ
か
保
育

園
を
訪
問
し
障
害
児
や
ス
タ
ッ
フ

へ
の
専
門
的
支
援
を
ふ
や
し
充
実

を
は
か
る
。

　
１
月
末
の
待
機
児
童
20
名
の
解

消
に
は
シ
ー
メ
イ
ト
内
の
交
流
室

を
利
用
し
受
け
入
れ
を
ふ
や
し
解

消
に
努
め
る
。

牛
房

　軽
い
病
気
や
怪
我
を
し
た

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
の
「
病
後

児
保
育
」
に
つ
い
て
は
前
々
か
ら

提
言
し
て
き
た
が
整
備
が
進
ま
な

い
。

　
働
い
て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て

は
大
事
な
問
題
。

　
町
長
の
行
動
力
に
期
待
。

　
早
期
整
備
を
。

町
長

　前
向
き
に
検
討
す
る
。

牛
房

　子
育
て
の
若
い
世
代
は
厳

し
い
経
済
環
境
の
中
で
２
人
３
人

の
子
育
て
に
一
生
懸
命
。

　
若
い
世
代
の
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　
保
育
料
を
義
務
教
育
並
み
に
無

料
と
し
、
安
心
し
て
喜
ん
で
子
育

て
の
で
き
る
環
境
を
志
免
町
で
実

現
し
て
貰
い
た
い
。

町
長

　現
状
で
は
理
想
。

　
包
括
的
に
考
え
全
体
を
み
な
が

ら
検
討
。

牛
房

　地
域
や
団
体
で
は
行
政
に

頼
ら
ず
自
主
的
に
子
ど
も
の
育
成

に
取
組
ん
で
い
る
。

　「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
」

や
幼
稚
園
保
育
園
で
の
「
英
語
学

習
」
な
ど
。

　
地
域
や
団
体
の
パ
ワ
ー
を
引
き

出
し
育
て
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
行

政
の
責
務
。

　
積
極
的
支
援
を
。

町
長

　し
っ
か
り
調
査
し
支
援
す

べ
き
も
の
に
は
支
援
し
て
い
く
。

パワフルキッズの様子
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末藤 省三 議員

一般質問

町内のインフルエンザ対策
答弁／予防接種の整備を行っている

末
藤

　町
内
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

健
康
課
長

　対
策
と
し
て
高
齢
者

に
対
し
て
予
防
接
種
を
全
町
民
に

対
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
高
齢
者
の
場
合
、
重
篤
に

な
る
、
肺
炎
と
い
う
死
亡
原
因
も

高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
定
期

の
予
防
接
種
Ｂ
類
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
65
歳
以
上
は
毎
年
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備

を
し
て
い
る
。

末
藤

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

つ
い
て
、
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚

園
に
お
け
る
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　学
校
関
係
で
は

特
に
手
洗
い
、
う
が
い
等
を
強
化

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
空
気
が
よ
ど
む
と
感
染

率
も
高
く
な
る
の
で
教
室
の
換
気

も
十
分
行
う
よ
う
に
し
、
マ
ス
ク

の
着
用
も
指
導
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
長

　保
育
園
に
つ

い
て
は
手
洗
い
、
う
が
い
を
励
行

し
身
の
回
り
を
清
潔
に
保
つ
な
ど

日
常
生
活
に
お
け
る
衛
生
管
理
を

き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
。

末
藤

　子
ど
も
や
家
族
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
に
ど

の
よ
う
な
処
置
を
行
う
の
か
。

健
康
課
長

　家
族
内
で
は
違
う
部

屋
に
移
動
し
、
マ
ス
ク
を
使
用
し

た
り
暖
か
く
す
る
こ
と
も
大
切

で
、手
洗
い
は
第
一
条
件
と
思
う
。

末
藤

　地
方
創
生
の
な
か
で
一
億

総
活
躍
社
会
を
目
指
す
、
緊
急
対

策
６
０
０
兆
円
の
目
標
を
掲
げ
、

消
費
税
10
％
増
税
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
日
銀
が
ゼ
ロ
金
利
を
行
っ
た
。

　
本
来
な
ら
ば
各
家
庭
が
預
貯
金

に
利
子
が
返
っ
て
く
る
。

　
こ
こ
23
年
間
で
住
民
が
受
け
取

る
べ
き
利
子
は
３
７
６
兆
円
に
も

な
る
は
ず
が
ゼ
ロ
金
利
の
た
め
に

発
行
さ
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
公
的
年
金
運
用
損
失
、

年
金
積
立
管
理
運
用
独
立
法
人

が
、
年
金
積
立
金
を
使
っ
て
、

7.8
兆
円
も
の
損
失
を
株
で
大
損
し

て
も
誰
も
責
任
を
と
ら
な
い
。

　
地
方
創
生
加
速
交
付
金
は
申
請

し
た
の
か
。

経
営
企
画
課
長

　志
免
町
に
お
い

て
は
合
わ
な
い
。

地
方
創
生
を
ど
う
み
て
い
る
か

答
弁
／
加
速
化
交
付
金
は
該
当
し
な
い

インフルエンザ対策
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牟
田
口

　中
学
校
の
部
活
の
指
導

者
、
ま
た
部
活
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
文
科
省
で
は
、
週
休
２
日
を

指
導
し
て
い
る
が
。

学
校
教
育
課
長

　連
日
の
指
導
に

よ
り
、
心
的
、
身
体
的
負
担
は
あ

る
。

　
し
か
し
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

生
徒
と
の
つ
な
が
り
が
濃
く
な

り
、
理
解
が
深
ま
り
、
生
徒
指
導

が
よ
り
効
果
的
に
で
き
る
。

牟
田
口

　先
生
方
に
負
担
を
か
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
参
事

　先
生
方
に
は

部
活
動
に
限
ら
ず
、
学
校
事
務
、

授
業
づ
く
り
等
に
時
間
を
費
や
し

て
、
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
継
続

的
に
指
導
し
て
い
る
。

牟
田
口

　先
生
方
が
余
裕
を
持
っ

て
授
業
が
で
き
る
環
境
を
。

学
校
教
育
課
長

　現
在
10
名
ほ
ど

の
コ
ー
チ
等
お
願
い
し
て
い
る
。

　
指
導
者
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
。

中
学
校
の
部
活
指
導
者
に
つ
い
て

答
弁
／
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る

牟田口 武史 議員

一般質問

学校教育に対する町長の思い
答弁／教育の方向性は一貫したもの

牟
田
口

　小
中
学
校
に
お
い
て
、

校
長
先
生
が
指
導
す
る
が
、
校
長

は
２
年
３
年
で
変
わ
ら
れ
て
、
教

育
方
針
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
こ
と

が
あ
る
。

　
町
と
し
て
基
本
的
教
育
方
針
を

示
す
べ
き
で
は
。

町
長

　校
長
が
か
わ
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
校
の
指
導
方
針
が
変

わ
る
の
は
よ
く
な
い
。

　
そ
も
そ
も
継
続
性
が
必
要
で
あ

り
、
一
貫
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

牟
田
口

　志
免
町
小
・
中
学
校
の

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
前

年
は
中
央
小
は
全
国
で
も
優
秀
な

成
績
で
あ
り
、
文
科
省
の
事
務
次

官
が
視
察
に
こ
ら
れ
た
が
、
今
回

の
結
果
は
。

学
校
教
育
課
長

　学
力
向
上
に
向

け
て「
志
免
町
学
力
推
進
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
授
業
づ
く
り
、
集
団

づ
く
り
、
習
慣
づ
く
り
、
を
柱
と

し
て
小
中
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

牟
田
口

　20
年
よ
り
学
習
指
導
要

綱
が
変
わ
る
が
。

学
校
教
育
課
参
事

　20
年
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
変
わ
る
予
定
。

　
新
学
習
指
導
要
綱
の
試
案
が
公

表
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
等
を
各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

中学の部活動
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追跡あん質問は
どうなったの？

意見書 提出者 内　　容 採決結果

ＴＰＰ協定締結に
関する意見書

末藤議員
国民生活の根本にかかわる極めて重大な政策転換であ
るので、農林水産分野の重要五品目に関し国益にかなっ
たものとなっているか、十分な国会審議を求める。

賛成多数

意見書 提出者 内　　容 採決結果

食品におけるトラ
ンス脂肪酸の表示
に関するもの

助村議員
トランス脂肪酸は過剰に摂取すると、心筋梗塞や虚
血性疾患などの発症リスクが高まる。含有について
の表示の義務化などの充実を要望する。

全員賛成

意　見　書

児童館の設置 町内会活動の課題と検証

⬇ ⬇
　町内会未加入、非会員への加
入の働きかけは。

　転入手続きの際、案内のチラ
シを配布している。
　これからの時代に合った地域
自治活動の在り方も含め研究を
進めて行く。

　子どもの遊び場がない。児童
館の設置は。

　今あるものを使った居場所づく
りを町としては取り組んでいる。
　興味深い。今後の課題にして
いきたい。

20

議会
あれこれ

No. 質疑・意見 回答・対応

１ ・中期財政計画と第５次総合計画との整合性について。

・ 財政計画については色々なシミュレーションを立て目標設定
している。不確定なものもあり計画通りにいかない部分もあ
る。
　 総合計画との関係は特にない。

2 ・公共施設老朽化による建て替え件数と維持管理計画。 ・現在調査中。

3
・ 高齢者見守り活動推進事業、誰が決めどう進めるのか。
　 同意方式で手は挙げたが今後どうしてくれるのかと尋
ねられても答えられない、できるだけ早く方針をだし
てほしい。

・ 各町内でそれぞれ考え方も違い一定の方向性を現在探って
いる。

4 ・ オンブズマンの調査、議会の公開度（西日本新聞掲載）
について。

・ 各議案の賛否については議会広報に掲載する。見える化議
会をめざし議会改革を進めたい。

5 ・道路転落等危険箇所対策工事について。
・ 現在都市整備課で調査した中で、緊急、優先して行う箇所
2,763メートル（80箇所）に予算をつけている。今後、年度
を追って対応していく。

6

・ 議会議員の費用弁償（日当）について県外加算、日当の
考え方について。

・ 昨年、監査請求をだし結果通知があった。それには監
査委員の意見が付してあったが、その事に対して行政
の動きが全く見えない。

・県外加算について現行の１日から１夜に変更する。
　１泊２日の場合
●現行2,000円（日当）＋3,300円（県外加算）×２日分
　＝10,600円
●変更後１日目分　2,000円（日当）＋3,300円（県外加算）　
　＝5,300円
　２日目分　2,000円（日当）
　合　　計　7,300円
・ 昨日も同様の質問をされた際に答弁をおこなった様に、行政
は検討した結果条例は変えないと答えており、これは住民の
審議会にも関わる問題でもあることで慎重審議を行った。貴
重な提言として受け止める。

7 ・ 消費生活相談窓口設置でどういった相談が増えている
のか。

・ 詐欺の内容等大変複雑になっている。啓発資料を色々なイベ
ントで配布し注意を喚起している。

8 ・水道料金の値下げ（新町長の公約）改定をするのか。
・ 過去担当委員会でも色々シミュレーションをし検討してき
た。本来もう少し値上げをしなければならない状況であった。

9
・ PK2の活動場所が狭く、通所している子どもたちが不
憫に感じる。今後どうされるのか。
・広さの規定はあるのか。
・空き家を利用する手もあると思うが。

・規定は無い。
・ 柚の木としては精一杯やられている。PK2、行政とも相談
したい。

10
・防災備蓄倉庫には、どういう物が入っているのか。
・賞味期限切れはどうするのか。
・ 社会福祉協議会で生活困窮者に臨時食料品の提供を
行っているので、宜しくお願いしたい。

・ 飲み水や缶詰など食料品や毛布ほか最低限必要な物。徐々
に種類も量も増やしていく計画。
・ 賞味期限内に、いろいろな施設や行事の景品などに使い無駄
にしないよう利用する。

11
・ 住民が町内会を脱会したいと、役場に相談に行くと、「い
いですよ、今脱退される方多いんですよ」と言うような
返事の仕方をされる。如何なものかと思う。町内会脱
退の問題は議会でもとり上げて頂きたい。

・ 議会から行政へ町内会への加入促進の説明を徹底するよう
に伝えた。

12
・ シーメイトグランド、町民広場はグラウンドゴルフや
スポーツなどで使用する際の最小限の日よけやベンチ
を設置して頂きたい。

・町民広場は平成27年度中に設置いたします。
・シーメイトについては今後の検討課題。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行政の回答）

13

・ 焼却場跡地の公園整備資金として約３億円基金がある。
公園整備で１億2,000万円掛かり、そのうち9,000万円
は空港関係の補助金が下りて2,300万円で公園が出来
ているので、２億何千万円の基金がそのままになって
いる。この基金はどうなっているのか。

・３億円の基金により公園整備を実施完了。
・平成28年度、町内会に説明を実施いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行政の回答）
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